
安倍さん、強行採決が「民主主義の王道」？ 

 

安保関連法案は 15 日、衆院特別委員会で強行採決された。安倍首相は質疑の中で、

国民に十分な理解を得られていないことを認めた。にもかかわ

らず、一方的で強権的な採決強行である。 

表題と写真は、毎日新聞 7 月 10 日夕刊「特集ワイド」である。

「民主主義の王道を歩んでいく」。安倍首相は今国会で強調する。

国民多数の声を無視した強行採決が、果たして「民主主義の王

道」なのか。「続報真相」に耳を傾けたい。 

多数決は議会政治のルールだが、何か引っかかる。その疑問に答えてくれたのが、名

古屋大教授の愛敬浩二さん(憲法学)。「多数決はさんざん議論をし尽くした後にやむを

得ず行う手段で、それ自体が民主主義の本質ではありません」では、本質とは何か。「私

たちの社会では、異なる意見や価値観を持つ人々が暮らしています。そこで何か一つの

方向に進もうとすれば、当然反対意見が出る。だからきちんと議論しなくてはならない。

少なくとも、少数派が『議論は十分したので今回はその案を受け入れる』と納得するこ

とは必要です。少数意見を尊重するのは、多数派の意見が誤りである可能性があるから。

そして多数派には『自分が間違っているかも』という謙虚な態度が不可欠です」 

多数派が誤った典型がナチス・ドイツ。国民の圧倒的多数の支持を得た政党が、ユダ

ヤ人迫害などおびただしい罪を犯したのは周知の通りだ。では、国会での安倍首相の姿

勢はどう考えるべきなのか。愛敬さんは「野党議員から米国の戦争に巻き込まれる危険

性を指摘されると、安倍首相は『あり得ない』と自分の確信で否定するだけで具体的な

説明をしない。----異なる価値観を持つ人と議論を深めようという態度とはいえません」。 

取材を進めると、1 冊の本と出合った。タイトルはズバリ、「民主主義」。戦後、連合

国軍総司令部(GHQ)の要請を受けた文部省(当時)が主に高校生向けに作製した教科書

だ。ページをめくると、ある箇所にどきりとした。第 1 章で「日本は独裁政治により無

謀な戦争を始め、国民が塗炭の苦しみを味わった」とした後、次のような記述があった。 

<これからの日本では、そういうことは二度と再び起らないと思うかもしれない。し

かし、そう言って安心していることはできない。独裁主義は、民主化されたはずの今後

の日本にも、いつ、どこから忍びこんで来るかわからないのである。独裁政治を利用し

ようとする者は、今度はまたやり方を変えて、もっとじょうずになるだろう。今度は、

だれもが反対できない民主主義という一番美しい名まえを借りて、こうするのがみんな

のためだと言って、人々をあやつろうとするだろう> 

どこか予言めいてはいないだろうか。                   (2015 年 7 月 16 日) 


